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論 文 内 容 の 要 旨
は じめ に
本論文 の 目的は、1860年 代 中期か ら1940年 代 中期 までの約80年 間(ほ ぼ 明治維新期か ら太平
洋 戦争終 了時)に お ける 日本の心 理学 の受 容 と展 開 について、科学史 にお ける外部史 的 アプ
ロー チに準拠 しつつ叙述す る ことにあ る。科学史 家 トマス ・クー ンは、 「知識 としての科学 の
実質 に関心 を寄せ るもの」 と して の内部史的 アプ ローチ に対 して、 「よ り大 きな文化 内部 にお
ける社会集 団としての科学者の活動 に関心を もつ」 もの として外部史 的アプローチ を位置 づけ
てお り、 この意味で本論文は基本 的に外 部史的アプ ローチを志 向 した もので ある。
本論文は緒言 ・結語 と4つ の部か ら成っている。以下で各部各章 の要 旨を述べてい く。なお、
緒言では、本論文の 目的 と扱 う時期 、基 本的視 角、論文の構成 、表記法 につ いて の説 明を行 っ
た。
第1部 日本の心理学 一連続 と断絶 の文脈 一
日本 の心理学 の知的ルーツを海外 の心理学 と日本の江 戸時代 の思想状況 に求 めてそ の連続 と
断絶 につ いて考察 し、 さらに明治初 期の学問状況 における心理学の扱いにつ いて検討 したのが
第1部 で ある。
第1章 で は 「西欧 における近代心 理学の成立」 につ いて扱った。 日本に受容 され た心理学 は
西欧で19世 紀 中葉以降 に成立 した心 理学(近 代心理学)で あ り、その心理学 は 「新」心理学 と
呼ばれた程それ以前の心理学 とは異なっていた。 実験 に基づ く意識の実証 的な研究がそ の心理
学 の基本で あ り、そ うした心理学 を整備 したのが ドイツのヴ ン トであった。彼 はライ プツィ ヒ
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大学 に心理学実験室 を設立 し(1879)て 研究 を進 め、多 くの後 進を指導 して学位 を与え、その
弟子た ちがそれ以降の心理学の発 展 を担 っていった。
第2章 「江戸～明治初期における思想 ・学 問状況の 中の心理学」 では、 主 として江戸 時代の
日本 にお ける心理学 的思 想の有 無 と心理 学的思 想 の受 容 の過程 を検 討 した。 心学な どの学 問
は、科学的で あろうとする西欧の心理学 とは異 なっていた。 当時において最 も心理学 の知識 に
近づいて いたのはオ ランダ留学で哲学 を学 んだ 西周 であった。彼は人間精神 の学 として の心理
学 を学 びそれ を 日本 に伝 えたが、そ の心 理学 は近代 心理学 ではな くそれ以前 の心理学 で あっ
た。 もっ とも、西が1875(明 治8)年 とい う明治初期 に 「心理学」 という題名 の本 を翻訳 出版
した ことは、 心理学 に対す る人 々の認識 を高め る役割 を果 た した と言 える。
第3章 「明治 前半期 ～中期 の心理学 とそれ を支 えた状況」 では、 明治時代以降整備 され た 日
本の学校 システムにお ける心理学 の位置 について検討 した。心理学 は同志社英学校な どキ リス
ト教 系の学校や、東大(及 び前身校)な ど当時 の最高学府 にお いて1つ の科 目として教 え られ、
教 師養成 を担 って いた師範学校で も心理学が教 え られて いた。 ただ し、 この時期 まで に 日本で
伝 え られ た心理学は近代心理学ではなかった し、何 よ りも心理学 のオ リジナルな研 究が行われ
る ことは無か った。 しか し、心理学の知識が普及す るにつれて、実証 に基づ く経験的な心理学
(近代心理学)の 重要性 に関心が もたれ、期 待は高 まっていた。そ こに、海外留学か ら帰 った
元 良勇次郎が近代心理学 を伝 えたのである。
第H部 自立 した心理学研究者 の誕生 一元 良勇次郎 を中心に 一
日本 におけ る最初の 自立 した心理学者 は元 良勇 次郎であ り、第H部 は彼 の生涯 とそ の研 究活
動 を検討す ることで 日本にお ける心理学受容 プ ロセ スを記述す る。
第1章 では 「概 説 一心理学者 ・元 良勇次郎 の生涯 と活 動 一」 として、 これ まで知 られ ていな
かった公文書や新 聞記事 な どを使用 して彼 の生涯 について概 観 した。
第2章 「留学以前の元 良勇次郎」では、杉 田姓 として出生 し、 同志社英学校な どで学 び、教
育関連の仕事 に従 事 し、海外留学 を行 うまで の勇次郎 のプロセ スを追 った。 当時 の仲 間へ の書
簡 か ら、海外 で勉 強 して社会 に尽 くした いとい う大志 をあ とづ ける ことがで きた。東京英学校
(青 山学院の前身)な どで教職 にあった勇次郎 は、教育 に関す る論文 ・著書 を著 してお り、最
初の著 書がr教 育新論』 という教育 に関す るものだった ことは重視 され るべ きで ある。結婚 し
て元 良姓 となった勇次郎はボス トン大学 に留学す るに至 る(1883)。
第3章 では 「アメ リカ留学時代 の元良勇次郎」 につ いて 日米 に残 る一次資料 を渉猟 して検討
したものである。特 にアメリカ のジ ョンズ ・ホプキ ンズ大学文書資料館では通算3度 の調査 を
行 った。元 良はボス トン大学では 「特別 学生」 という聴講 生のような身分で あ り、 ジョンズ ・
ホプキ ンズ大学へ の移籍 を模索 していた。彼が 同大学関係者 に宛てた私信 によれば、学費負担
を最 小に して精神物理学 を学ぼ うとしていたのだが、結果的 に博士課程 の正規学生 とな った。
彼が 同大学で履修 した科 目を調査 した ところ、ア メリカ心理学 の父 とも言え るホールの もとで
生理学 的心理学や精神物理学実験 な どの心理学関連科 目を3年 間 にわた って受講 して いた。 ま
た、 ホール と連名で 『アメリカ心理学雑誌 』 に触感覚 に関す る論文 を掲載 した。心 理学以外に
も哲学史 につ いて学んだ り、 財政学や経済 学 にっ いて も学んで いた。 彼の博士論文 は 「社会生
活 の原理 として の交換(1888)」 として結 実 した。
第4章 は 「心理学者の誕生 一元 良勇次 郎の活 動 一」 であ る。帰国後 の元 良は当時 の知識 界に
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対 してアメ リカ心理学 の状況 を伝 え、帝国大学(後 の東京大学)の 講師 として精神物理学 を担
当 し(1888)、 これが 日本における最 初の心理学実験 の授業 となった。 さ らに元 良は独 自の心理
学 的研究 を開始 し、留学 中の成果 とあわせ て 「精神物理学」という論文を発表。1890(明 治23)
年 には帝国大学教授 に就任 し、 同年 『心 理学』 とい う題 目の初めて の著作 を発表 した。彼 はそ
の後 「心理学 ・倫理学 ・論理学」第 一講 座担当 とな り(1893)、 制度 的にも初 の心理学担 当教授
とな った。ただ し元 良は、 旧民法 をめ ぐる法典論 争や 唯物論論 争な ど当時 の知識界 ・哲学界 の
議論全般 にも参加 していた。 教育者 としての元 良は 自宅で心理学会 と称す る研究会 を開 くな ど
後進 を育てる ことに務 めた。彼 の指導 のも とで文学博士号 を得 たのは松本亦太郎 と福来友吉で
あ り、元良は前者には実験心理学 的な部分 を、後者 には理論心理学 的な部分 を期待 して いた。
1905(明 治38)年 に東京帝大文科大学 において心理 学専修が成立 した以降は元 良の指導 のもと
で心理学者が誕 生す る ことにな った。
第5章 「元 良勇次郎 と教育 ・発達 ・障害領域 の関わ り」では、従来 あま り注 目されなか った
元良の教育 ・発達 ・臨床分野 に関す る活動 を体系的 に検討 した。元 良は、縦書き ・横書 き文字
の読 み易 さの比較 に関する実証研究 や(1895)、 白内障患者 の開眼時 の視覚 調査な どを行 った
(1896)。 日本児童研究会で は会長 とな り(1902)、 児童や 青年を対象に観察や 質問紙 調査 を自
ら行 い、 「教育 と宗教 の衝突論 争」 に も関わ った。 さ らに、教育、臨床 に関す る実証研究 に従
事 し、実証研究、論点提起、実践研究 とが相 まった形で の障害児教育 に取 り組んだ(1908)。 即
ち彼は心理学の概念 としての注意 に興 味 をもって研 究 を続ける 中で、当時 の 「低能」概念 を注
意 の障害 として捉え直 し、注意練 習機 を作成 して実践的訓練 に取 り組んだ。元 良 を実験 心理学
者、理論心理学者 として捉 える従来 の見方 だけではな く、社会 とのつなが りをもった研究 に従
事 して いた ことの意味づけを行 うことも必要である。
第6章 「元良勇次 郎の参禅体験 とそ の余波」 では、元 良が発表 した手記や 回想記、論文 な ど
を手がか りに、彼が鎌倉の 円覚寺 において取 り組んだ参禅体験(1895)に つ いて検討 した。元
良は1週 間にわたって禅 に取 り組み第一公案 を通過す る。彼 はそ の際に 「何 ら表象 のな い純粋
の 自我体験」 を した。元 良は禅体験 をある種 の精神物理 学的実験 として捉え、そ の成果 を 「東
洋哲学における 自我」 として第5回 国際心理学会(1905)で 発表す ることにな る。ただ し、禅
体験 は刺激 を統 制 して実験す るという意味では精神物理学実験 に近 いものの、非常 に長期間 の
「実験」が必要 とな るという欠点が あった ことは否 めな い。元 良は禅 を知行合一 として理解 し
プ ラグ マティズム に近 いという考え を発展 させた。
第7章 「明治期 の帝国大学教授 の海外 出張 と国際会議 出席」で は、第5回 国際心理学会(1905)
出席 を含 む元 良の海外 出張(1904-1905)に つ いて、そ の出張 内容 だけではな く、 背景や形態
について検討 した。 この時期 に出張が敢行 された のは、国 内の心理学事情が制度的 に一段落つ
いたか らで あ り、元良 自身の理論的関心の高 ま りも海外 の諸学者 との交流や 国際学会での発表
へ の動 因とな った。元良の出張形態について公文書 を中心 に検 討 した ところ、国家の官吏た る
帝大教授の海外 出張の一般的ルー トに従って文 書伝達が行われて いた。元 良の外 遊中は 日露戦
争 の時期で あ り、間接的 にではあるが元良 に影 響 を与えていた。学会参加 とい う活 動 について
も様々な社会 ・制度 との関連が見 いだされた。
第8章 「元良勇次郎の心理学説」 では、物理学の影響が強い とされる元 良の心理学理論 につ
いて検 討 した。元良の学説は一貫 してエネルギー 保存則か ら強い影 響を受 けてお り、 晩年はオ
ス トワル ドのエネルギ ー一元論 の影 響を受けた。 心身問題に関心 をもっていた元 良は、 エネル
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ギー という概念 に心身 を媒介す る役割 を与え、ある種 のエネルギー に して心 の源 と して 「心元」
概念 を提唱 した。
第9章 は 「元 良の周囲の心理学関連人材 と明治後期以後 の心理学関連留学」であ る。帝国大
学で元良 に学んだ松 本亦太郎は、 アメリカ に留学 して博士号 を取得 し、次 いで ドイツ のヴン ト
の もとで心理学を学んだ。帰国後は高等師範学校(筑 波大学 の前身)で 心理学 を講 じた。 日本
で2つ 目の心理学 関連 のポス トは教員養成 学校 に用意 された ので ある。松本は京都 帝国大学 に
日本最 初の心理学講座が設置 され るとその教授 とな り(1906)、 研究 と後進の育成 も行 った。元
良の死(1912)後 に東京帝大教授 となる(1913)。 なお、元良は私費 による任意 の留 学であった
が、松本亦太郎 の留学は途中か ら国費による留学 に切 り替わ った。その後、 塚原政 次が出発時
か ら国費による留学 を果た したが、彼 の専 門は 「児童心理学」であ り、心理学に対 する期待が
応用的な部分 にあ った ことが分かる。 この後は定常的に心理学関連の留学がなされ るよ うにな
り、そ の時々の海外心理学 の様子 が 日本に伝 え られるよ うにな る。心理学以外 の分 野の留 学に
目を向けると、ア メリカ留学 を した伊沢修 二が師範学 校(筑 波大学の前身)に おいて心理学 を
重視 した こと、 ドイツ留学 した井上哲次郎 が哲学 の中で心理学 を評価 した こと、 はいず れ も心
理学の受容 を促進す る文脈 を形成 した。
付録は 「元良勇次郎の論文 ・記事 リス ト」で ある。論 文 ・新聞記事 な ど元 良の考 えが書 かれ
た ものについて収集 し、発表媒体や時系列 的な推移 について も分析 を行 った。
第 皿部 大学研 究室 の整備 と学範(デ ィシプ リン)の 成 立
第1章 は 「概 説 一日本 の心理学 にお ける制度 ・学範 の展開 と海外交流 一」で あ り、 日本 にお
いて研 究分野 としての心理学が制度化 して い く過程 についてその概略 を記述 した。 制度 には、
大 学や高校 な どの教 育制度 の中に心理学が必要 とされ 関連科 目が整備 されて い くという意 味で
の制度 と、 この制度 のもとで誕生 した心理学者た ちが 自発 的に学会 などを整備 して 自立 的な行
動規範 を形成 してい くという意味 の制度が ある。時期的 には前者が後者 に先行 し、 まず大学で
次 いで高校で心理学 という科 目(と 専任者 のポス ト)が 設置 された。心理学者が大学で生産 さ
れ てか ら高校 に心理学関連ポス トが用意 され るまで には時差が存在 し、そ の端境期 にあった心
理学専修卒業生 たちは自分た ちの価 値 を社会 に発信す る試み を行 った。それが心理学通俗講話
会 の成立で あ り(1909)、 準学術誌r心 理研究』 の発 刊につなが った(1912)。 その後増加 した
心理学者た ちは統一的な会合 を持っ必要性 を認識 し、日本心理 学会の成立 をみた(1927)。 留学
や論文発表な ど海外 との研 究交流 も盛んにな った。
第2章 は 「東京帝国大学 における心理学実験室 の成立 と実験機器 の整備」であ り、心理学 に
とって の実験の意味、 日本における 「実験」 という語の意味 を検討 した後、東京帝大 にお ける
実験研 究 の展開 を検 討す るために、 当時 の備 品台 帳記録 をデー タベー ス化 しそ の数量分析 を
行 った。1889(明 治22)～1942(昭 和17)年 の54年 間を主任 教授の在任期間 によって5つ に分
け、 コレスポ ンデ ンス ・アナ リシス(多 変量解 析の一種)を 用 いて各時代の様相を検討 した と
ころ、初代元良勇次郎教授時代は注意 な ど認知心理学 に近 い領域の研究が、2代 松本亦太郎教
授 の時代は身体運動 ・時間測定の研究が 、3代 桑 田芳蔵教授 の時代は音響や光学 な ど、知覚 ・
感覚 の研究が、それぞれ盛ん に行 われて いた。
第3章 「初期 の東京帝大心理学専修生 とそ の進路 ・業績」においては、東京帝大において1905
(明 治38)年 に成立 した 「心理学専修」 の初期卒業生 を対象 にして、大学の心理学専修 の人材
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育成 の実態 について検 討 した。最初 の2年 間に卒業 した14名 を対象 として、 同窓会 名簿や公文
書館所蔵資料な どを調査 した ところ、 ほぼ全員が何 らか の教育 関連職 に就 いていた。 ここで特
徴 的な のは、桑 田 ・野上 とい う2名 が東京帝大、京都帝大 の心理学教授 に就任 した ことと、倉
橋 ・大槻 という2名 が就職待機 中に心理学通俗講話会 という一般向けの講演 会を開催 する組織
を作 った ことである。特 に後者 について は、心理学専修生 の誕生が心理学を社会 に訴える必要
性 を強めた もの と考察された。 また、 明治期 の心理学専修卒業生全51名 の進路調査 を行 った と
ころ、高等教育での教育職へ の就職が約半数 を占め、そ の他 も教育職が多 く、官僚 ・民間事務
な どへの進路 は1割 ほ どで あった。
第4・5章 は、 東京帝大 に続 き第3番 目、第5番 目に心理学研究室を開設 した2つ の大学 に
お ける心理学の展開を追った。第4章 は 「東北帝国大学 にお ける心理学の展開」 である。研究
重視型大学 として誕生 した東北帝大で心理学研究室が設置 されたのは1922(大 正11)年 であ り、
その特徴は初代教授 ・千葉胤成 が留学 中に購 入 したヴ ン ト文庫 や、1925(大 正14)年 以 降現在
まで行 われている研究会(茶 話会)な どか らうかがえ る。授業科 目では、柳 田国男 が講 師 とし
て民俗 学の講義 を行 った ことや東北帝大医学部教授 ・丸井清泰が精神 分析学 の講義 を した こと
な どは、心理学 の内容 の広が りという点か らも特筆すべき ことであった。 また、 日本で最初 の
心理学 関係欧文誌 『TohokuPsychologicaPholia』 を発刊 した こと(1933)、 『生活 と精神 の科学
叢書』 全16巻 を刊行 した ことな どにも研 究室 の特徴が現 れてい る。 実験機器 の保存 もなされ て
お り、現存す る実験機器 についてそれが使用 されて作成 された論文(音 響知覚)の 同定 も行 っ
た。 知覚 な どの実験研究 に加え、民族心理学や性格 ・知能の研 究が積極 的に行われ ていたのが
東北帝大心理学研究室 の特徴であった。
第5章 「京城帝国大学 における心理学の展開」では、 日本の植 民地 だった朝鮮半 島に設立 さ
れ た(1926)心 理学研究室 につ いて展開 を追 った。文書資料 によって 当時 の講i義や研究会 の内
容 について明 らか にした他、 黒田亮 な ど当時の研究 スタ ッフの研究業績 につ いて も検討 した。
黒 田は 『京城心理学彙報』 を創刊 して(1930)情 報発信 に努 めた。 さらにこの章では、 ソウル
大学 ・車 名誉教授が保存 していた心理学 実験機器や実験 実習 レポー トの調査 を行 い、それ らの
照合 を行 い、心理学教育 において必須 といえる実験 実習の実態について、 日本 の心理学史研究
上で は初 めて明 らか にした。 内容は、 日本で最初に行 われた実習形式 の授業 の内容 とある程度
は重 なってお り、 さ らに今 日行 われている同種 の実習内容に も通 じるもので あ り、心理学教育
の範型が この時点で形成され ていた と考 え られる。 ただ し、 こうした本章 の知見の意義は まさ
に同大学が 「日本」の大学 だった ことか ら生 じた ことであ り、そ の歴史 的 ・社会的意味づ けに
っ いては慎重であるべきである。
第6章 は 「全体主義による心理学革新運 動 とそ の挫折」で ある。留学 中にゲ シュタル ト心理
学 を学 んだ文部省督学官 ・小野島右 左雄 は、全体 主義 との関わ りを前 面に押 し出しつつ、高校
の心理 の授業要 目をゲ シュタル ト心理学一 色に染めよ うと図ったが、 この計画は年長者た る帝
大教授 ・私大教授たちの反対 にあって挫折 した(1939)。 この事件 は、 日本 の心理学 にお ける学
説上 の主導権 争い に見えるが、 当時 の若 い心理学徒 たちに一定 の閉塞感が あ り、それ を全体主
義 によって革新 しよ うとした とい う意 味で は、 当時 の時代 的雰 囲気 と同調 して いた と言え る。
第IV部 社会 の中の心理学 一社会 的問題への取 り組みの広が り一
第IV部 では、 日本の心理学が 当時 の社会 問題 に関与す る ことで、心理学 という学範(デ ィシ
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プ リン)内 での展開 とは質的に異 なる展 開を遂 げる様相 を記述 した。
第1章 では 「概説 一応用心理学 の成立 と展 開 一」 として、心理学者の応用 領域への取 り組み
や 日本応 用心理学会成 立(1931)ま で の経緯 について検 討 した。 また、1884(明 治17)年 ～1933
(昭和8)年 までの 日本の応用心理学書 の リス トをデ ータベース化 し、 コ レスポ ンデ ンス ・ア
ナ リシス(多 変 量解析 の一種)を 用 いて各時代 の応用 領域の著 作の変遷を検 討 した ところ、明
治期 は教 育心理学 に関す る書が多 く、昭和期 は個性や産 業に関する書が多 くなっていた。 ただ
し取 り組 む問題 は時代 ご とに変化 しつつ も、量 的には拡大 していた。
第2章 「実 際 的研 究 の機運 一現 場 と心理 学 一」 では、知 能 ・性格 ・適性 ・変 態(異 常 ・犯
罪)・ 心理 療法な ど様 々な現場 におけ る心理 学 の展 開を検 討 した。 フランスの心理学者 ・ビネ
が考案 した知能検査(1905)は 早 くも4年 後 には 日本 に紹介 され、そ の翻案(日 本語版 の標準
化)は 心理学者 の仕事 とな った。 測定の仕事 にも心理学者が 関与 し児童相談 の領域 にも心 理学
者が関与 して いった。ただ し、 この時期の心理学 の応用 は、社会 の風潮や現場サイ ドが個 人を
管理す る技術 を要望 した結果 として始 まった面 もあ り、 人々を上か ら見お ろす視線 と一致 して
しまった面が あった ことには注意 を要する と指摘 した。
第3章 「変態心理学の消長 と念 写問題」 では、東京帝大助教授 として心理学 を担 当した福来
友吉が透視 と念写の存在 を主張 した事件 とその顛末 につ いて、作家(後 に精神科医)中 村古峡
が創刊 した 『変態心理』 とい う準 学術誌 の論文 や記事 を参照 しなが ら検討 した。従来 の通説で
は、福 来が東京帝大 を休職 に追い込 まれた時点(1913)で 、 彼の学説の影 響力は無 くな ったと
捉え られていたが、 実際にはそ の後 も福来 は学 者 として遇 されて いた。その後 『変態心理』や
『心理研 究』 で行われ た論争 な どによって福 来 の主張 の影 響力 は省み られ な くなった ので あ
る。 また、『変態心理』や 中村古峡 とその業績 につ いて検討 した ところ、 『変態心理』は フロイ
トやユ ングの精 神分 析の伝達 に一定 の役割 を果 た していた し、 中村は精神病 について患者 の立
場 に立 った治療 が重要だ とした 人物 の噛矢だ と言 え る。 『変態心理』や 中村 に対す る こうした
評価 は従来 とは異なる新 しい評価 である。
第4章 「精神分析 の受容 ・展 開と心理学者」 では、精 神分 析 とい う学問が 日本に受容 され展
開 した過程 を検 討 した。受容 の最初期 の精神分析 は、精 神に関する新 レい学説だ と受け取 られ
てお り、心理学者がそ の紹介 に積極 的に関与 した。 ただ し、 精神病理学 としての精神分 析の受
容 には精神 医学者 の丸井清泰が、精神療法 としての精神分析 の受容 にはそ の弟子 の古沢 平作が
それぞれ大 きな努 力を払 って いた。 また、文化 としての精神 分析を受容 しつつ心理療法 として
の価値 を認めて いた のが大槻憲二で あった。戦前 の精神分析 は これ ら全て の人たちが相 互 に影
響 しあいなが ら受容 を行 って いた と言 え、心理学者がそ こで果た した役割 は小さ くなか った。
第5章 「血液型気質相関説 の成立 を巡 って」で は、現代 日本において 「血液型 占い」 として
命脈 を保 って いる血液型 と性格の関係 に関す る学説 の起源 を検 討 した。 この説 の提唱者 ・古川
竹二 の履歴や研究 につ いて現地調査な どを行 った。古川 は東京女子 高等師範学校(お 茶 の水女
子大学 の前 身)付 属高等女学校の入試担 当者 として公正 ・公 平な選抜方法 を整備す る必要 があ
ると考 え、かつ知能検査な ど知的機能のみ の試験で はな く、性格 の客観的 な試験方法 と して血
液型が使用で きるので はな いか と考えた。彼の学説 には、客観 的方法 による心理 の把握 とい う
心理学 的背景だ けで はな く、入試地獄な どの社会 的背景が存在 した ことが大 きい。彼 の学 説が
『心理 学研 究』誌上 に発表 される と(1927)、 そ の妥 当性 を巡 って大 きな反響 を呼 び起 こ し、
300以 上の研究が医学、教育、労働、軍隊な どで行 われ たが、結 局の ところそ の学説 は結果 の安
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定性や論理展開に疑義 がもたれて影響 力を失った。
第6章 は 「優 生学 と心理学/軍 の研究 と心理学」 である。 当時 の政府 にとって優生学的政策
や軍事国家化 政策 は不可欠 のもので あ り、そ の遂行 には心理学 の知識や技術 も必要で あった。
当時の優 生学 に とって重大な関心事項だ った知能 の測定 には心理学者 の技術が必須であ った。
軍 においても、航空機操縦へ の適性や一般知能、性格検査な どに心理学の技術が期待 されて い
たため、軍 の機 関に雇用 され る心理学者は増加傾 向にあった。 また、大陸 に戦火が広が り戦争
が長期化す る と傷疲 軍人 の リハ ビ リの問題 が新 し く浮上 し、心 理学者 はその課題 に取 り組ん
だ。 ただ し、戦局が 日本 に不利 にな ると心理学者 の活動は防空偽装や流言の取 り締 ま りな どへ
とシフ トして いった。心理学者の活 動は戦略や戦術 とは無縁であ ったが、社 会状況に対 する反
省的視点が殆 ど無か った ことは考 慮すべ き点であ る。
おわ りに
結語では、本論文の成果 に基づ く日本心理学史の叙述 を行 い、本論文の意 義や 限界、今 後の
展開 につ いて述べた。 最後に、 日本 の心理 学の現 状 と未来について本論文 の到達点 に基 づいて
展望 した。心理学に対 する期待が存在す る状況 だか らこそ、学 問のあ り方 を反省 的に捉 える思
考が重要で あ り、心理学史研究がそ うした思考 に有用である と指摘 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論は、1860年 代 中期か ら1940年 代 中期 まで の約80年 間におけ る本 邦心理学 の受容 と展 開に
つ いて、科学史 にお ける外部史的 アプ ローチ に準拠 しつつ叙述 する ことを目的と した もので、
本体 は4つ の部 で構成 されて いる。そ の緒言で は、本論文 の 目的 と扱 う時期、基本 的視角、論
文の構 成、表記法 について説 明を付 して あ り、論文 本体 についての把握 を容 易に して いる。
第1部 「日本 の心理学 一連続 と断絶 の文脈 一」 は3章 か ら成 り、本邦心理学 の知的ルー ツを
海外の心 理学 と日本 の江戸時代 の思想状況 に求 めて、そ の連続 と断絶 にっ いて考察 し、 さ らに
は明治初期 の学 問状況 にお ける心理学 の扱 いにつ いて検討が加 えれて いる。
第1章 「西 欧にお ける近代心理学 の成立」では、 日本 に受容 された心理学が西欧で19世 紀 中
葉以降に成立 した心理学(近 代心理学)で あ り、実験 に基づ.く意識 の実証的な研究がそ の心理
学 の基本 であったと指摘 した。 さ らにそ うした心理学 を整備 したのが ドイツ のヴン トであ り、
その も とで指導 を受 けた弟子 た ちが それ以 降 の心 理学 の発 展 を担 って いった とす る。第2章
「江戸 ～明治初期 にお ける思想 ・学 問状況 の中の心理学」で は、主 として江戸時代 の 日本 にお
ける心理学 的思想 の有無 と心理学的思想 の受容 の過程 を検討 し、西周 に注 目す る。論者は詳細
に資料 を検 討 し、西 の心 理学 は近代心理 学で はな くそ れ以前 の心理学 であ った ことを指摘す
る。 西の大 きい貢献 は、彼が1875(明 治8)年 に 「心理学」 という題 名の本 を翻訳出版 した こ
とにあ り、心理学 に対す る人々の認識 を高め る役割 を果た した。第3章 「明治前半期～ 中期 の
心 理学 とそれ を支 えた状況」では、 明治時代以降整備 された 日本 の学校 システム にお ける心理
学 の位置 につ いて検討 して いる。 論者の指摘は、 この時期 まで に 日本で伝 え られた心理学は近
代心理学 ではない こと、 しか し、心理学 の知識が普及す るにつれて実証 に基づ く経験的な心理
学(近 代心理学)へ の期待は高 まった ことを強調 して いる。そ こに、海外留学か ら帰 った元 良
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勇次郎が近代心理学 を伝え、本邦心 理学 が展開 を始め ることにな る。
第H部 は この元 良勇次郎 を中心に 自立 した心理学研究者の誕生過程 を論 じなが ら、 日本にお
ける心 理学 受容 プロセスが9章 に分 けて記 述されてい る。
第1章 で は、 これ まで知 られていなか った公文 書や新聞記事な どを使用 して彼 の生涯 につい
て概観 され る。第2章 「留学以前の元 良勇次郎」 では、結婚 して元良姓 となった勇次郎 がボス
トン大学 に留学す るに至 る(1883)ま でが述べ られ る。第3章 では 「アメ リカ留学時代 の元良
勇次郎」 につ いて 日米 に残る一次資 料を検 討 した ものである。 これ らの資料 は、特 にアメ リカ
のジ ョンズ ・ホプキ ンズ大学文書資 料館 での3度 の調査 に基づ くものである。そ の結果、大 学
で の研究 生活 の実態 が明 らか にな った。それ が彼 の博士 論文 「社会 生活 の原理 として の交換
(1888)」として結実 した ことが詳述 され る。第4章 は 「心理 学者の誕生一元 良勇次郎 の活 動 一」
で、帰国後 の元 良の帝国大学(後 の東京大学)で の教育研究活動 が克 明に記 され る。1893年 に
は帝国大学教授 に就任 し、 制度 的にも初 の心理学担 当教授 となった ことを指摘 して いる。 さ ら
に彼 は松本亦太郎 と福来友吉 を指導 した ほか、1905(明 治38)年 に東京帝大文科大学 にお いて
心理学専修が成立 した以降はさ らに多 くの心理学 者を指導 し、 輩出 した ことを叙述 して いる。
第5章 「元良勇次郎 と教育 ・発達 ・障害領域 の関 わ り」 では、従来注 目されて こなか った元 良
の教育 ・発達 ・臨床分 野に関す る活動が体系的 に検討 され る。第6章 「元 良勇次郎 の参禅体験
とその余波」では、元 良が発表 した手記や 回想記、論文 な どを手がか りに、鎌倉 の円覚寺 にお
いて取 り組んだ参禅体験(1895)が 明 らか にされて いる。第7章 「明治期の帝国大学教授 の海
外出張 と国際会議 出席」では、第5回 国際心理学会(1905)出 席 を含む元 良の海外 出張(1904
-1905)に ついて、その出張 内容 だけで はな く、背景や形態 につ いて検討 され る。 この時期 に
出張が敢 行 されたのは、 国内の心理学事情が制度 的に一段落つ いたか らであ ることに注 目した
論述である。 学会参加 という活動 につ いて も様々 な社会 ・制度 との関連が見 いだ され ることを
克 明に論 じる。第8章 「元 良勇次郎 の心理学説」では、物理学 の影響が強い とされ る元良 の心
理学理論について検討 して いる。第9章 は 「元良 の周 囲の心理学関連人材 と明治後期以後 の心
理学関連留学」 である。帝国大学で元良 に学んだ松本亦太郎 は、 アメ リカ に留学 して博士号 を
取得 し、 次いで ドイ ッのヴン トの もとで心理学 を学び、京都帝 国大学 に日本最初の心理学講座
が設置 される とそ の教授 とな ったが(1906)、 元 良 の死後(1912)に は東京帝大 教授 となった
(1913)。 なお、この松本をは じめ、塚原政次や伊沢修二お よび井上哲次郎な どを取 り上げて彼
らの留学 事情の検討 を通 して、彼 らがいず れ も心理学 の受容 を促進す る文脈 を形成 した と指摘
している。
第 皿部で は、心理学が 本邦 において受容 され ・制度 化 されて い く過程 を、 「大学研究 室の整
備 と学範(デ ィシプ リン)の 成立」 として論 じた もので ある。
第1章 「概 説 一本邦心理学 におけ る制度 ・学範 の展開 と海外交流 一」では、 日本 において研
究分野 としての心理学が制度化 してい く過程にっ いて明快 に記述 している。その際、制度 には、
大学や 高校 な どの教育 制度 の中に心理学が必要 とされ関連科 目が整備 されてい くとい う意味で
の制度 と、 この制度 のも とで誕生 した心理学者た ちが 自発的 に学会な どを整備 して 自立的な行
動規範 を形成 して い くという意味の制度 とを、 論者は区別 した。その論拠 を、心理学者 が大学
で養成 されてか ら高校 に心理学関連ポス トが用 意 され るまで には時差が存 在する ことや、 心理
学専修 卒業生たちが 自分た ちの価 値 を社会 に発信す る試み を行 って、やがては準学術誌 『心理
研究』 の発刊(1912)に つなが るまで に時差がみ られ る ことに求 める。そ の後増加 した心 理学
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者 たちは統一的な会合 を持う必要性 を認識 し、 日本心理学会 の成立(1927)を みた とす る。第
2章 「東京帝国大学 における心理学実験 室の成立 と実験機 器の整備」で は、心理学 にとっての
実験 の意 味、 日本 にお ける 「実験」 とい う語 の意味を検 討 した後、東京帝大 におけ る実験研究
の展 開を検討す るた めに、 当時の備品台帳記録 をデー タベース化 しそ の数量分析 を施す。1889
(明治22)～1942(昭 和17)年 の54年 間 を、主任教授の在任期間 によって5つ に分け、 コレス
ポンデ ンス ・アナ リシス(多 変 量解析 の一種)を 用いて各時代 の様相 を検討 した ところ、初代
元 良勇次郎教授時代は注意 な ど認知心理学 に近い領域 の研究 が、2代 松本亦太郎教授の時代は
身体運動 ・時間測定の研究 が、3代 桑 田芳蔵教授 の時代 は音響や光学な ど知覚 ・感覚の研 究が、
それぞれ盛 んに行われていた ことを明 らかにされる。第3章 「初期 の東京帝大心理学専修生 と
そ の進路 ・業績」で は、東京帝大 にお いて1905(明 治38)年 に成立 した 「心理学専修」 の初期
卒業生 を対象 にして、大学の心 理学専修 の人材育成 の実態 について検討 して いる。第4・5章
は、東京帝大 に続き第3番 目、第5番 目に心 理学研究室 を開設 した2つ の大学 にお ける心理学
の展開 を追 った。第4章 「東北帝 国大学 にお ける心理学 の展 開」で は研究重視型大学 として誕
生 した東北帝大心理学研究室 についての詳細 な資料調査 にも とついて、本邦心理学草創期の東
北帝大心理学研 究室の果た した役割 と特徴が あき らか にされ る。第5章 「京城帝国大学 におけ
る心理学 の展開」では、 日本の植民地だ った朝鮮半島 に1926年 に設立された心理学研 究室 につ
いて展 開を追 う。文書資料 によって当時の講 義や研究会 の内容 について 明 らか にし、黒 田亮な
ど当時 の研究スタ ッフの研究 業績について も検 討 しされる。第6章 「全体主義 によ る心理学革
新運動 とそ の挫折」では、留学中にゲシュタル ト心理学 を学んだ文部省督学官 ・小野島右左雄
が、全体主義 との関わ りを前面に押 し出 しつつ、高校 の心 理の授業要 目をゲ シュタル ト心理学
一色 に染 めようと図 った ことが明 らかにされ る。 この計画 の意義 につ いて の論は、学 問と社会
との関連 をみ る上で興味深い内容 となっている。
第IV部 は 「社会の 中の心理学 一社 会的問題 への取 り組 みの広が り一」 と題 して、本邦心理学
が 当時 の社会 問題 に関与する ことで、心理学 とい う学範(デ ィシプ リン)内 での展開 とは質的
に異なる展 開を遂げ る様相 を記述 している。
第1章 「概説 一応用心理学の成立 と展開 一」 では、 心理学者の応用領域へ の取 り組みや 日本
応用心 理学会成立(1931)ま で の経緯 につ いて検討 して いる。第2章 「実際的研 究の機運 一現
場 と心理学 一」で は、知能 ・性格 ・適性 ・変 態(異 常 ・犯罪)・ 心理療法 な ど様 々 な現 場 にお
ける心理学 の展 開を論 じる。第3章 「変 態心理学の消長 と念写問題」で は、東京帝大助教授 と
して心理学 を担 当した福来友 吉が透視 と念写の存在を主張 した事件 とそ の顛末 につ いて、作家
(後 に精神科医)中 村古峡が創刊 した 『変 態心理』 とい う準学術誌 の論文や記事 を参照 しなが
ら検討 している。第4章 「精 神分析の受容 ・展開 と心理学 者」では、精神分析 という学 問が 日
本 に受 容され展 開 した過程 を検 討す る。受容の最初期の精 神分析は、精神 に関す る新 しい学説
だ と受け取 られ てお り、心理学者がその紹介 に積極的 に関与 した ことを指摘 して いる。第5章
「血液型 気質相 関説 の成 立 を巡 って」で は、現代 日本 にお いて 「血液型 占い」 と して命 脈 を
保っている血液型 と性格 の関係 に関す る学説の起源 を検 討 している。第6章 は 「優生学 と心理
学/軍 の研究 と心理学」で ある。 当時の政府 にとって優 生学的政策や軍事 国家化政策 は不可欠
の ものであ り、そ の遂行 には心理学の知識や技術 も必要であった。 当時 の優生学 にとって重大
な関心 事項 だった知能 の測定 には心理学者の技術が必須であった。軍 にお いて も航空機操縦へ
の適性や一般知能、性格検査な どに心理学 の技術が期待 されていたため、軍 の機関 に雇用 され
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る心理学 者は増加傾向 にあった。 また、 大陸に戦火が広が り戦 争が長期化す ると傷疲軍人 の リ
ハ ビリの問題 が新 しく浮上 し、心理学者はその課題 に取 り組ん だ。ただ し、戦局が 日本 に不利
になる と心理学者 の活動は防空偽 装や流言 の取 り締 ま りな どへ とシフ トした こと、心理学者 の
活動は戦略や戦術 とは無縁であったが、社 会状況 に対す る反省 的視点が殆 ど無か った ことを論
者 は注意深 く指摘 して いる。
結語で は、本論文の成果 にもとつ く日本心理 学史の叙述 を行 い、最後 に、本邦心理学の現状
と未来 につ いて本論文 の到達点 に もとついて展 望 して いる。
本論文で述べ られた本邦心理学 の受容 と展 開についての論述は、きわめて詳細 な現地調査 と
丹念な論 旨の展開 によ り、明晰な もの となってい る。 内容は第二次大戦 まで のいわば本邦心理
学 の草創期 に関す るものであるが、広 範多岐にわた る資料 によ り緻密な検 討がな された。 これ
によ りうかが えることは、心理学 と社会 とのかかわ りが基本的 に今 日の事情 と大きな相違はな
いことで ある。 したが って、 本論 の成果 は今後 の心理学 の展開 を構想する貴重な資料 とな るも
のであ る。組織的検 討の少ない この種 の課題 に対 し、 これ らの成果は斯 界に寄与する ところ大
で ある。
よって、本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与され るに十分 な資格を有す る もの と
認め られ る。
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